
積み込み場所の集約と発着時刻調整による改善    1

--
► 荷主企業： 発荷主A（工業製品製造業物流子会社）

荷主企業の概要・業務内容

►運送事業者：運送事業者ア、運送事業者イ、運送事業者ウ
近畿、中部、関東、東北までの製品輸送業務

► 荷種 ：工業製品
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● 1個所集荷で、リードタイムを輸送距離

に合わせたものに変更。十分な休息期
間が取得できるようになり、拘束時間を

短縮

●複数個所集荷で、リードタイムが短いた
め、十分な休息期間が取得し難く拘束時

間が長くなる傾向があった

●最も時間管理が難しい福岡県から愛知県までの輸送では、輸送距離が800km以上あり、荷役や

休憩時間、休息期間を加味すると、21時間の輸送リードタイムが必要である

●発荷主では、品目によって倉庫が分かれているため、複数個所での集荷が必要であり、出発が遅

くなる傾向があった

●着荷主では、多数のトラックによる入庫作業があり、比較的バースの混み合わない深夜·早朝を到

着時刻として指定してくるため、十分な休息期間が取りずらい状況であった

●このため、発での荷役作業時間を短縮するよう横持ち便を別途設定し、1個所で積み込み作業が

できるようにし、着の拠点でも到着時刻を午前中の早い時間とし、深夜·早朝での荷下ろしを改めた
●その結果、荷下ろし前に休息期間をとれるようになり、拘束時間を大幅に削減することに成功した
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●発荷主Aは福岡県内に品目毎に複数個所の倉庫を保有しているため、複数個所での積み込み作業
が発生し、荷役時間や移動時間が長くなる傾向があった

●着荷主の到着時刻指定が深夜·早朝となっており、休憩時間や休息期間を適切にとることができな
かった

●出発時間・到着時間は発荷主の指定であり、これを遵守するために無理な運行になっていた

●荷主企業において出荷オーダーを精査し、複数個所集荷となる貨物を事前の在庫調整や事前の横持
ちによって1個所で積み込みできるようにする

●時間管理が厳しい愛知県行きの積み込み時間を早くし、到着拠点に依頼して荷下ろし時間を7時以降
とすることで輸送リードタイムを確保する

‘―

●輸送リードタイムが適正化され、荷下ろし前や復路の集荷後に十分な休息期間が確保できるように
なった

●特に厳しかった1日目の拘束時間が2時間～4時間短縮された
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■      (Before)
合計43時間30分

3日目

■      (After)
合計37時間20分

●運送事業者への指示のあり方、在庫政策の在り方を見直すことができ、物流子会社としてのコンプラ
イアンス遵守の姿勢をさらに強めることができた

●荷主企業では、十数年来「トラックを待たせない活動」を展開し、トラック事業者に自社拠点において手

待ち時間を発生させないための活動を継続しており、トラック事業者の立場に立った思考が企業文化

となっていた
●荷主企業の負担において、実験に先だった在庫移動を含む調整や、出荷前の横持ち便の運行を行う

など、運転手の労働環境改善に対する意欲が旺盛であった

●運送事業者と荷主企業の間において、活発な意見交換がなされ、長時間労働の原因究明が高いレベ

ルで行われた
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